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ISO14001規格 の 要求す る 「法的その 他 の 要求事項」 の 特定 か ら

　　「著 しい 環境側面」決定 まで の プ ロ セ ス に 関す る
一

考察

　　　 一桐生短期大学 の 環境管理 シ ス テ ム を事例 と し て
一

Decision−making 　Process　of ”

the　Significant　Environmental　Aspects，

℃ onsidering 　the

　　　
”Legal　and 　other 　Requirements「「in　Kryu 　Junior　College冒s　EMS （ISO14001 ）

橋爪　博幸

は じめ に

　2004 年 11月発行 の ISO14001国際規格改訂版 （第2版，

以下 ISO14001 ：2004と表記 ）で は，旧版 に比 べ い く

つ か の 変更 点が挙 げられ る．こ の うち 「製 品」「活動」

「サ ービ ス 」 の い ずれか らも環境側 面 を抽 出す る こ と

に変更 され た点 に つ い て 昨年の 紀要で触れ たが
1〕
，そ

の 他 に も数 点 ，考慮せ ねばな らな い 変更 が加 えられ

て い る．

　そ の ひ とつ に 「法的そ の 他 の 要求事項」 に 関す る

記述 が あ る ．旧版で は こ の 要求事項 を 「参照する手

順 を確立 し，維持」する こ とが規格 に記 され て い る

だけで あ っ たが ，改訂版で は こ れ を 「環境側面に い

か に結び つ ける か を決定」 し，同時に 「環境管理 シ

ス テ ム 」 （Bnviro   ental 　Management 　System ， 以下 ，

EMS と表記） を築 く時 に ．「確実に考慮する」 こ とが

求め られ て い る
2）．ISOI4001 ：2004 の補足 説明書に は

「著 しい 環境側面 の 決定」 に際 して ，「あて は め る こ

と の で き る法 的要 求事項」 を考慮す べ きだ と す る付

言 もある
コ）．改訂 版規格書をみ る と，「法的そ の 他の

要 求事項 （4．3．2）」 とい う一
項 目が載 るだ けで な く，

「適用範囲 （1）」 をは じめ 「環境方針 （4．2）」「目的 ，

目標及 び 実施計 画 （4．3．3）」 「順 守評価 （4．5．2）」「マ

ネジ メ ン トレ ビ ュ
ー

（4．6）」 それぞ れ に お い て
，

こ

れ に関連 す る記述 が ある．総 じて 改 訂版で は，「著 し

い 環境側 面」 と並 ん で，「法的そ の 他 の 要求事項」 へ

の 言及が増 し，EMS を立 ち上 げ運営 して い く際 に欠

かせ な い 事項 と な っ て い る．

　そ こ で本 稿 で は，桐生短期 大 学 の 環境管理 シ ス テ

ム を もと に ，まず こ の 「法的そ の他 の 要求事項」 の

一
覧表を作 成 し， こ れ をEMS の なか に有機的 に組 み

込 ん で い く．よ り具体的 に は 「法的そ の 他の 要求事

項」 と 「環 境側 面 」 とを対応 さ せ て
一

覧表 に す る作

業を行 う　（方法な らび に結果 （1）〜 （4））．また 当

短大で行 われ て い る環境影響評価 につ い て も触れる．

　つ づ い て ，当短大 の 生活科学科 におけ る 活動に着

目 して ，「法的そ の 他 の 要求事項」 を考慮 したうえで

「著 しい 環境側 面 」 を特定する試み へ と 移 る （考察

（1）（2））．こ の 際 ，生活科 学科 で の 教 育 ・研 究活動

を踏まえ，それぞ れ 「環境側面 」と対応す る，「製品，

活動，サ
ービ ス 」 の 表，「法的そ の他 の 要求事項」 の

表，さら に は環境影響評価表 とい う順 に，3つ の表 を

ひ とつ に ま と め て 鳥瞰 的 に 見 る こ と が で きるよ うに

編成 し，そ こ か ら 「著 しい 環境側面」 を決め る こ と

を試み る．蛇足なが ら最後に ，「法的そ の 他 の 要求事

項」 も含む今回 の 「著 しい 環境側面」 を決定する プ

ロ セ ス を念頭 に お きつ つ ，生活科学科独 自の 環境 目

的 ・目標 をひ と つ の 提案 と して 示す こ と に した い

（結語）．

方法 な らび に結果

（1）「法的 そ の 他の 要求事項」の 特定

　ISO14001 ：2004 で は 「法 的そ の 他の 要求事項」 に

つ い て
，

こ れ を 「特定 し， 維持する」手順 を確立 し，

実施 しつ づ ける こ とが 必要 とされ て い る ．こ の うち

「法的要求事項」 につ い て 当短大で は
， 環境管理委員

が ， 毎年発行 さ れ る 『環境六法』そ の 他関連書籍や

省庁か ら の 通 知，イ ン タ
ーネ ッ トで の 検索，県庁や

地方 自治体 の 窓 口 に 問 い 合 わ せ る こ と等 に よ り情報

を集め，委員会で 審議 ，環境管理責任者 の 承認 を得

て 「法的要求事項の 調査 ・登録 表」に ま と め ら れ る ．

「そ の 他 の 要求事項」に つ い て は 環境管理委員が学内

やそ の 他 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン を通 じて 情 報 を入手

し，委員会 で 審議後，責任者 の 承認 を得 て 「そ の 他

の 要 求事項 の 調査 ・登録 表」 に記 録 され る．こ の 方

法に よ り 「法 的そ の 他 の 要 求事項」 の 調査 ・登録一
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表 1　 「法的 そ の他 の 要求事項 」の 調 査 ・登録一覧表

項 目 法 的その 他 の要 求事項 （調 査結果）

法規

難
1
齷
欝
潛 2

羅：

嬲

羅

環境基本法

環境保全 群馬 県撮鹿基本条例

○

○

群 馬 県の 生 活環 境 を保 全 す る条 例 o
環境の 保全の ための忿欲の増進及 び環境教育の増進に関する法律

環境教育に かか わる数値目標

Ooo

教育
・
研究

・
情報公 開

環境飜究 に かか わる数値 自標

環 境憤報の 提供の 促進等 による特定事篥者等の環境に

配慮した事業渚動の 促進に関する法律
Q

廃 棄 物処 理 法
廃棄物

可燃性廃棄物量 の 上 限設定

○

○

○循環型社会 形 成推進基本法

容器包装リサ イクル 法

資源有効利 用促進法

OO

家 電 リサ イクル 法 o再 資源 化 ・
再利用 グリ

ー
ン 購入法 o

食品リサイクル 法 ○

建設リサイクル 法 X

自動車 リサ イクル 法 o
毒物及び 劇 物取 締法 O

化 学 物 質
群馬県化学物質環境安全管理指針 ○

エ ネル ギ
ー

エ ネルギ
ー

の 使用 の合理 化に 関する法律 ○

温暖化 地球温暖化対策の 推進に関する法律 o
穴 気 汚 染防止法 X

大気
自動車Nox・PM 法 ○

水質汚濁防止法 o

排水

水質汚濁防止法第三 条第三 項 の規定に基づく排水基準を

定める条例（群馬県〉
○

浄化槽法

攤水に関する自密基準

oO

×騒 音規制法
騒音

・
雛鋤

振 勦規 制 法 ×

悪臭 悪臭防止 法 x

消防 消防法

安全 労働安全衛生法

○

○

※ 1　 法 的要求事 項に 關 して 、市町村合併 で 新 しく誕生 したみ ど り市の も
の は 、現在 作成．中 とい うこ とで該 当す るもの が ない 。
※ 2 　そ の他 の 要 求事 項に っ い て 当短 大 で

’
は 喧 主基箪 」　「地 域協 定1 の

2 つ を 定 め て い る が 、後 者 につ い て は 現在 の と こ ろ該 当 す る も のが な く、
自 主 基準 の み と な っ て い る （桐 生 短期大学 ： 環 境管理 文 書類錐．4，
2005）。
※ 3　 こ こ で X の つ い た理 由に つ い て 補足する と、騒音 ・振動規舗法、
悪臭防止 法に つ い て は それ ぞれ基準値が 定め られて い るもの の 明らか に

基準を 超え る よ うな活動 が な い た め で あ る 。大 気汚 染防止 法 に つ い て も

同様。建設 リサイ ク ル 法につ い て も該 当す る活 動が ない 。

覧表が で きる （表 1）．と こ ろで ，今回 は 「法的」 「そ

の 他」 と い う区分 も踏まえ なが ら，い くつ か の 項 目

ご と に 分類 した調査 ・登録 表に再 編成 して ，こ れ を

掲げた
4〕．

　加えて 「法 的そ の 他 の 要求事項」が組織 の 「製 品」

「活動」「サ ービ ス 」 と関係する法規か，そ うで ない

もの か を取捨 選択 して い くの だが，法規 の なか で 明

らか に あ て は ま らない もの に つ い て表 1で は 「製品，

活動，サ ービ ス と の 関連」 と い う記 入欄 を つ く り

○ × で 要 ・不要の 区別を示 した．○ の あ る要求事項

が 組織 に お ける 「法的その 他 の 要求事項」 と して 登

録 され る． × の つ い た法規 に つ い て は，以下 「環境

側面」 との 関連等 を考え て い か な くて よい で あろ う．

た だ し
，

こ れ ら の調査及 び登録 は，年に
一

度，環境

影響評価 を実施す る とき併せ て行 われ る こ と に な っ

て い る の で ，継続的に見直 し を行 い ，新 た に法規が

加 え られた り，今回は × が つ い て い て も場合に よ っ

て は○の つ く法規 とな っ た りする 場合 も で て くる で

あ ろ う．

（2）「環境側面」 との 関係

　つ づ い て
， 「法的そ の他の 要求事項」と 「環境側面」

とが い か に 関連する か を示す表 を作成 した ．

　ISOI4001 ：2004で は ，こ れ ら2つ をい か に 関連づ け

る か を決め る よ うに と記 され て お り，こ の よ うな
一

覧表 にする こ とで 容易 に両者の 関係 を示すこ とが で

きる （表2）．な お
， 表の 右 に は 環境側 面 と関係する

事項 を記入 す る欄を設 け た ．

（3）環境影響評価

　環 境側 面 と，環境影響 との 因果 関係 に つ い て は そ

れぞれ を縦横 に 並 べ る こ とで ひ とつ の 表に ま とめ ら

れ る （表3）．縦軸 に 環境側 面 の 項 目を，横軸に は 当

短大の 「環境影響評価 要領 」にあ る  〜  の 環境 影

響項 目
5｝ を並 べ る こ と で 完成す る．なお今回 は，個 々

の 因果関係 を矢印で 入 れ たが ，こ れはあ くまで も
一

例 と し て記入を試み た もの と捉え て い ただ きた い ．

（4）「環境側面」 を縦軸 とした ときの 複合 的 な連 関

　こ こ か らの 作業はす こ し複雑 に なる，「法的そ の 他

の要求事項」 と 「環境側 面」の対応 だ け で な く，「活

動，製品及びサ ービ ス 」 と 「環境側面」 との 対応 ，

そ して 環境影響評価 も考慮 し，「環境側面」 を縦軸 に

した複合的な
一

覧表 を示 して い く．こ の 際，必要 と

な る 表は
， 昨年の 紀要に掲載 し た 「製品 ，活動，サ

ービ ス と，環境側面 と の対応 表」
fi）
，上 記 （2） （3）

で触 れ た 表2 と表3で ある ．い ずれ も 「環境側面」 と

の 対応が 示され て い る の で ，こ れを縦軸に と り，横軸

に は 「製品， 活動 ，
サ ービ ス 」， 「法的そ の他の要求事

項」， 「環境影響」 を上 から順に並べ て掲げて い く
7）．

　よ り具体 的 に把握する た めに，当短大の 生活科学

科 の 教育 ・研 究活動 を 例 に 説 明 を つ づ け る こ と に し

た い ．最 初 に，生活科学科 で の 「製品，活動 ， サ
ー

ビ ス 」 をピ ッ クア ッ プ し
， 「環境 側面」 と の 対応 を確

認 する．次に 「法的そ の他 の 要求事項」の 特定 ， そ

れ の 「環境側 面」 と の 対応 をみ て い き， 環境影響評

価 の 実施 へ と進む （表4）．なお，表2，表3に示 さ れ

る環境側 面 の うち 「感染性 廃棄物」 につ い て は お も

に看護学科 で 発生 する た め こ れ を取 り除 き，表4 で は

代わ りに 「廃油」 とい う項 目を加 えた ，こ れ は 生活

科学科 の 調理 の 授業等 で 排 出 され る使用 済食用 油 の

こ とで ，当短大 で は こ の 廃油 を業者 に引 き取 っ て も

らい ，石鹸等の 原料 と して 活用 して もらう手川頁と な

っ て い る
s｝．

　表4で は さら に，環境側 面 と関連 して ，教職員 ・外
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表2　 「法的 その 他 の 要求 事項」と 「環 境側面 」と の 関連

「法 的その 他 の 要｝閣 師 」 の 講査
・
箆無
一

覧訳 （畏 二｝ 鞍辮 蘿 攤鬆懸糠 奪鱶聯 ＿漁 撚

驪 騰 難蠶皺 i攤

エネ ル ギー・資 源 の 利 用 鹿 檗 物 の 緋 出 物 運 的・心 埋 的 怛岡

項目 法的そ の 抱 の 要求事項〔糊嚢結果冫

痣競

署
糴
鯉

鵬
黷閥犀

蹴

力

上

水

ガ

ス

印

刷

用

紙

孅

料

1匕
学

物
質

可　不 感

燃　燃　景

性 性 性

霙1難
物 物 物

生

ゴ

ミ

二

睾

賽

≡

1

雲

宴

塁

；

！

騒

啻

振
勤

滑

掃

美
化

理

境

教
育

境

珥
究

環　
虚

　　雋
　　誹

　　巽
　 　 関

大

学

の

外

観

環 境鯛面 に 関無する主な内容

環　 基　法 Q 段　 　　の低液、国や 自
こ
　　 の 　策への協力

環境保全 解 ．県琉　基　条僻 o 好な環境 の 廉　に　め 県の　案に協 力　る責務

觧 馬県の生活瑕境を保
金

する
薩

O 暁 棄物発
塘

の　　　　源のリサイクル の　　への 協力

鼠壌 の 繰 全の 厂助 の意 欲 酬 継 ＆ び 環填 鞍 黄の噌 進 に聞 す る法 像 ○ 環 麗保全 に 鵑する教育 の 推進

Q 当短大で　譜する礙境閲
噛
　 目にお い て 80％ 以 上 の 学生 出

教 育・砺 究・情報 公 開

環　 　　にかか　る載値目橿

　 　 研 究 に か か わ る 数 魃 目 撰 o 当 短 宍 の 『紀　 　に 環 　 研 　 関
馳

論 文 を 年 2　 以 上 羯

環境情轍の廃供の促進等による特定事業者等の珊

境に配 慮した事築活動 の 促進 に 関す る法律
o 帛 槃活跡 に 関 運 する 環 境精報 の 提 供 に 努める

樂覇無理法 破 棄物 の 適 正 な 　別 や 簪理 曹理
皿

の 交 寸や保
笛

廃棄物
可燃性鹿棄物

晶
の土阻設足 0 前 年慶の嬬出

彑
　越えない

循環　　会形成　進基　法 0 製 晶の 長朋使用、循環資源 の 適　な分別
・回 収 に　カ

容器　 　 1 サイクル 法 o 資　 の 　棄物を抑制 適　な
ハll堰 集

資源有勅利用促進法 ○ バ ソ⊇ン の 適 正 な 引 き渡し 製品 の 長　梗用、再生更源
・
部品の使用促進

再資驃化 ・再利 用
寒電リサ イクル

噛
o

一
冷 薩庫等の適正な 1き渡し

グ リーン 　入 法 Q コ ピー　舐等に つ い てで きるだ け環　物
α
　　入 　る

食 品リサイウル法 o 食 最　 　物　生 の 　制 再 姪 11用により
9
られた襲品の利用

股リサイクル 法 x

自　 正 リサ イ クル 法 ○ 自動車 の 長期　用．リサイクル に配慮して 作ら　 た 　　　 の

毒物 罠び   　 取締法 Q 嵩　啣物 の
’
雛・紛失を防ぐ階置　羅　・流出を予防する措置をとるこ と琿

化掌物質
解 馬県化掌物賞　境安 全暼理指針 0 別　 理物質 に ょ る汚染 の 予防．安盆麿理を魍切に行うこ と力 求められる

エ ネ ル ギ
ー

エ ネ ルギ
ーの 使用 の 台理 化に関する法律 o 省 工 ネルギ

ー．エネルギ
ー

効準のア
．
ンブ を図る団

地　 温暖化対策 の 推進 に閥する法擇 o 京都蜜定霤　　ま え
旧

暖 化 への 対 第を推 し進 める

大気
大気汚　　血法 ×

車 擢ux ・PM 法 o ガ ス に 　まれる竃素　化 　及び粒 子 　物　排 出 抑溜 に　 め る

汚 1 防止法 o 水 に お ける 滑　就 　の 測 　．。果 の 寵

撈水
水質汚濁防止法第三 条第三 項 の 規定に基づ く携水
基 箪を定める条 隣〔群既県》

Q … 擁水 の BOD 、OOD ．浮遊物 黄量にかかわる許容限度

浄化槽法 o 、化　の点検 ホ貧検査

水に関する自主基準 o PH　BOD、OO 匹　の

履膏
・振動

蕾 規制法 X

制法 x

悪臭 葱奚　 止法 x

1自防 消防 法 o 訂練 の 　施、　 ”瞥
　者の 　 任 ・儒出等

安 安全衛生法 o 者の安　と　　 の 確

表 3　環境影 響評価 表 （環境側面 に つ い て は表2に 同 じ）

靉靉讖驫懸 鑽韈驪ii飜 蓁襲 覊
→ →   悪奕の発生

→   酸 性 雨

→ →→→ →   地球の 温暖化

→ →   土壌汚 染
→ → →   地下水汚榮

→
  懸染性麗粲物 の 贈加

”　　州 →   一鱶廃棄物の増加

→   森林の減少

→   天然ガ ス資源 の 減 少

嚇   石油 の 減少
圃 →→→  大学 のイメ

ー
ジ向上

嚇 →  大学構内の美化

  学内での事故防止

→→   研究活勤の活発化

→→ →   環境闘題 に閲する意臓 の 向上

→吟   環境閻題に 役立 つ 人 材 の育成

部関係者 の 関心 事 に つ い て注記する 「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン」 と い う項 目を設 けた ．同時 に そ こ に は当短

大で 独 自 に 設 け た資格 「環境 マ ネジ ャ
ー」 に 関す る

新聞報道 を あて は め 9）
， 環境側面 と して こ れ は 「環境

教育」 に 相 当する の で 該 当す る と こ ろ に チ ェ ッ ク を

入 れ た ． また，い ちば ん 下 に 「著 しい 環境側 面」 を

明示 す る欄 も付け加 えた．

考　察

（1） 「著 し い 環境側面 」決定 の
一方法

　環境 に関 する規 格書 で あ るISO14001 ：2004にお い

て は ，「著 し い 環境側面」 を決 定す る こ とが 要求され

て い る． こ れ は 環 境 に著 しい 影響を与 える，も しく

は 与 え る 可 能性 の あ る環境側 面 の こ と で あ る ．ま た

「著 しい 」 と判断す る基準 は 相 対的 な もの で あ り，組

織 ご とに決 める の で よい こ とにな っ て い る
1°）．

　 こ こ で の 考察は，表 4を活用 して ，生活科 学科 に お

け る 「著 しい 環境側 面 」 の 特定 を試 み る．た だ し，

桐生短期大学 の環境管理 シ ス テ ム で は，規格の 要求

事項を満た しつ つ ，環境管理責任者が全教職員 を対

象と し た 環境影響評価 の 結果 を も と に
， 得点の 高い

環境側面 を 「著 し い 環境側面 」 と し て特定する 手順

とな っ て お り
11）

，
じ っ さ い に は各学科で 「著 し い 環

境側面」 を特定する とい う手順 で行 わ れ て い る わけ

で はな い ．よ っ て 以下 の 考察 は
， か りに各学科で 独

自に 「著 しい 環境側面」を定め る とい う手順 を踏む

とす るな ら ，
と い う仮定 の もと に 「著 しい 環境側面」

の 抽出 を進め て い くこ とを記 して お きた い ．

　さ て ，ISOI4001 ：2004 の 規格 に は 「著 しい 環境側

面」 を決め る 際，次 の a 〜c の 点 を考慮 す る こ と と い

う但 し書 きが あ る．つ ま りそ れ ら は ，a）「環境に関

す る基準 （影響 の 大 きさ ・重大 さ ・継 続 の 時 間，環

境側面 の 型 ・サ イズ ・
頻度）」，b）「あて は め る こ と

の で きる法的 要求事項 （許可 を必 要 と した り， 規制

とな っ て い た りす る 排 出 ・放 出 の 制 限）」，c ）「組織

の 内部 ・外部関係 者 の 関心事 （組 織 の 価値 を左右す
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る，た とえば対外 的な イ メ
ー

ジ，音や 匂 い ，外見上

の 劣化な ど）」の 3点で ある
12〕．

　 こ れ らa 〜c に つ い て ，表4との 対応 を考える と，そ

れ ぞれ 「製品，活動，サ
ービ ス 」 に 関連する 環境側

面の 内容，「法的その他の 要求事項」 に付随 し て 記さ

れ た内容，「コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 」で記 され た内容が

相当する と考え て よい だ ろ う
’3）．つ ま り表4 を もと に

して 「著 しい 環境側面」の特定が可能 とな る ．

（2）生活科学科 に おける 「著 し い 環境側面」

　生 活科学科を例 に し て 「著 し い 環境側 面」 を 決定

する な ら ，
ひ とつ の考 え方 と して ，「化学物質」 「廃

油」「生 ゴ ミ」 「環境教 育」以 上 4つ の 環境側面 が 抽 出

され る か もしれ ない （表4の 「著 しい 環 境側面」 の 欄

を参照）．

　 「化学物質」に つ い て は ，た とえば，実験 で 用 い

られる カ リウ ム や ナ トリウ ム は ， 毒物及 び劇物取締

法で 劇物，消防法で 危険物第3類 に 分類 され，盗難 ・

紛失等 の 予 防措置 を とる こ と等が 義務づ けられ て お

り，と くに こ う した法規制 がか か る と い う点で 「著

しい 」 と判断 される
14〕．

　 「廃油」「生 ゴ ミ 」に つ い て は年間の 排出量が それ

ぞれ 1307．91kg，103．97kg （い ずれ も2005年10月〜2006

年9月の合計）とな っ て お り，こ れ らは廃棄物量 とし

て 無視 で きな い ほ どの 重量 と判 断され る だ ろ う
15〕．

　 「環境教育」 に つ い て は，「環境の保全 の ため の 意

欲 の 増 進及び環境教 育 の 増進 に 関す る法律」で ， こ

れ を進 ん で 行 うこ とが 国民 の 責務 とな っ て お り
］6），

当短大で は 「環境教育」 に 関 して独 自に数値 目標 も

掲 げて い る
17｝．また表4 に設けた 「コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ

ン 」の欄で触れ た とお り， 当短期大学の 「環境教育」

に つ い て その 独 自性が評価 され て い る ．こ れ だ けで

も 「著 しい 」 と判断する 際に 十分な材料で ある と考

え られ よ う．

　 なお ，以上 4点の 環境側面 を 「著 しい 」と決定する

今回 の 試み は
， あ くま で もひ とつ の 考え方 に す ぎな

い こ と，決定の 方法は他 に もあ りうる こ とを こ こ に

記 して お きた い ．

結　語

　桐生短期大学で は 2006 年9月に
，

3度目 の ISO14001

認証の 審査 （維持審査 と して は 2度 目）を終了 した が ，

こ れ ま で 当短大で は
， 環 境 管理 シ ス テ ム の な か で

「著 しい 環境側面」の 決定，そ の あとにつ づ く環境 目

標 ・
目的 の 設定ま で 環境管理 委員 会 が 主 導して 行 っ

て きた ，こ の方法 はISO14001 ：2004 の 規格に合致す

る の み な らず，こ の シ ス テ ム に よ り，
こ れ まで 可 燃

性廃棄物削減等で ，か な りの成果を挙げて い る ．

　今 回は，生 活科学科の 活動に着 目 し て 「著 し い 環

境側面」 を抽出 したが，こ こ か ら さ ら に 生 活科学科

で 独 自の環境 目的 ・
目標 を考える こ と も可 能 となる

で あろ う．目的 ・目標 の 設定に は 「著 し い 環境側面」

だけで な く 「環境方針」等 も考慮せ ねばな らない た

め
一

概に こ うで ある とは言えな い が
，

た とえば 「著

しい 環境側面」 とした 「生 ゴ ミ」 につ い て ，生 ゴ ミ

処理機 を 活用 した 再資源化 の 試 み，「化学物質」 に関

して ，すで に行 わ れて い る試薬 の 管理 な らび に適正

な廃 棄手順 の 維持等が，生活科独 自の 環境 目的 と し

て挙げられ るか もしれ な い ．

　はや く も来年度には4度目の 審査 が控 え て い るなか

で ，各学科 に お い て ，独 自の 環境 目的 ・目標 を掲げ，

目標達成 の た め に行動 しそれ を維持 して い くこ とは，

当短 期大学 の 環境 管理 シ ス テ ム の なか で ，プ ラ ス に

こ そ なれ決 して マ イナ ス に はな らな い で あ ろ う．
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4）項 目の 区分 につ い て ，
た とえば

， 1994年か ら環

　 境活動方針を制定 し今 日まで 環境活動 に取 り組

　 み続け て い る セ イ コ ーエ プ ソ ン （株）が発行 し

　 た 『環境報告書』 に は
， 「公害防止」 「廃棄物」

　 「土 地建物」「化学物 質」「大気温暖化」「エ ネル

　 ギ
ー
」 「ガ ス 」「防火」 「グ リ

ー
ン 調達 」「労働 安

　 全」 「法規制以外 の もの 」 と い う独 自の 項 目で

　 「法規制 そ の 他 の 要求事項」が 整理 区分 さ れ て い

　 る （セ イ コ
ー

エ プ ソ ン 株式会社本社事業所地球
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表 4　生活 科 学科 に お け る 製品 ，活動，サ
ー

ビス の 特定 か ら，「著 しい 環境側面」 の 決定 ま で の プ ロ セ ス を示 す表

靉轗 鐶繋 鑽 靆 攤 難 鰒難 嬲 韈 纛靉
エネルギー・賈距の祠 帋 隣 裁 物 の排 串 理 的 ・心 理 的 側 面
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学

の ．
外

観

環境側 面に関する特記事項その他 ※ 3

講轆 QooQ o 嶺短大独自の資格 r環境 マ ネ ジ ヤ
ー
」認定講義の 開講

3ξ験 ○ QoooQoo0 ○ 化学物質 の 使用、実験廃液の 発生、上水の 硬用
教育

実習 Qooooo0o0o 主ゴ ミ、廃油の 発生、上水やガス の使用

学外実習 （学風 病院、そ の 他） oooo o
各学科ごと の 研究 0OQooooo ． o

研究 紀要 OQooo o
碩究論文 oo ○ oO 0

湧勤
・
通学 亜勤

・通 学勝の 自動車艇用 o O
廃翫 物静 獵骨 理ンμテムの講 持 ・菅腿 〔ゴミの分甥 3言 む1

「

1o0oQ
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環塊朧持

巡「r吁清掃
・
麗境美化蓿動 o00OQ ooo

．　　 文魯頬 脚麓要綱 o0Q
式典 （入学 式、戴帽式．卒業式） ○ ooooooo o

　　　　　　　ヒ

」

学鬪 7 鴻ス テイ！9 レ 1oooo ○ oooQ
研鬱旅行 0Oo ．oo o

常 佼 行 郷

佳 掌生）
文化損 oooQooooooo o
防災卻1卸 ooooo o o

単生、轍職貝 の 健康診 断 〔保篋所 に 委託〉 oooooO
環撹 に 闘す る瞬渡会 oo0o0 o
公佩蹲座 （

一一
般
・
学生｝ ooQ0ooOo O学校行准 1外部 との闃連あ り｝ シ ル バ ーラ ン テの 配布　〔介諷老人保健

．
施設〕 oQo ○ oooQoo

オープ ン キヤン バ ス ・体験 入学 唱 oooQoooQo oo
学生罪 鎚

入 学試映 引 oooooooo
物晶購入 … o o

調 逮
・
墾託樂傍 学生 の 長距雕移勁に伴 うパ ス蓮行 F o o

【s嚥 掛箒査 oQo

Xl 　 昨年 の 紀要 にある表 1 〔桐生短 期大学紀要 16 ：127卩2005〕
か ら ．生 活科 学科 に 関連があるもの を抽 出して掲 げた。．なお今 回

は 、右 側 に 「環境側 面 に 関 す る 特記事項 その 他」 と い う 欄 を 新 た

につ く り、環 境側面 の頻度や程度の大 きさに っ い てチ ェ ッ クでき

るよう に した。

※ 2 生活 科学科では調理＄ 習 av 多量の食 用油を便うので．「感染

注廃棄物物」（表 1、桐生短期大学紀婁．ISIf27．2005）の 代 わりに「使用

済食屠油 」を環境嚠面 の ひとつ としてこ こ に置 い た。この 置換に伴い 、
r製 品、活 動、サ

ー
ビス亅

「法的 その他 の 要求事項」「環境への 影響」そ．
れそれとの 対砿につ いて見 直しをした。

張 30 の つ い た環境側面に つ い て，特舘 す べ き事栖 （頻 度、量 が多

い 等1が あれ ば記入する欄を設けた。

※ 4r 法 的 その他の要 求事頂 ］のうち、生活科学科に 關 係すると考え

られるもの に ○、そ うでないものに X を記入した（判断の基準 について

は省略 〉。
濠 5 とくに ．生 活科掌科 の教膏 ・研究に闘係する法規に つ い て 主な内

容を掲げる。

鏃 覊 簸韈 韈 難 鍵 黶靆嬾 糶 醗麟 鑼 韈 環境影 響（良いことも含む ）

監． 亅　　　　　　　　　　　　　　
→ → 曜

亠

．
  題 臭 の 発 生

瓣嚢： →1   酸性兩　．．〉．
…
懸

→　→　紳　　　　→　　　　1   垉球の濕暖化

、：千 　　　一唱
　 i→ → →．   土壌汚染

ξ1灘 …

『’r　　→ →　　 　 　　旨→ →   地下水汚紮

戀 己
  感 染性廃素物の増加螂1て丶．；

犠
一→　→「→　→   同般廃粟物の 増加

ト鬢」己．．．L

…難 螺
己i：…・

鱗 ＿

灘
鑾

馨
．
1 難己

鼕鑾髴
　 　  ．1＝’．广二己＝．．・＝　　　．内己．．．．　．．．囁．．己「、
囁」．　　＝ト・．・　　．曲．．
藻 …雛 畷

．
「「．

　　→
＃   森林 の 滅 少

総醤灘 → 州   天然ガ ス 費源の 減少

量 →
ヰ仁1 ヰ郡

  石 曲の 滅少

舞Σ　＿ 1 →　　 →　　 →  大学のイメ
ー

ジ向よ

．、：
」

一
F 嚇  大学構内 の 堕化

1
一 「
　 ⊆ ト

・→耳   学内での事敵防止．、
「

一
1 匚：

一ワ呻　　1　   研究活動 の 活発化
健 ど：；’．．惚＝轄：ジ． 1

「＿卓→　　 一や　　   環 境 問 題 に 関 す る 意職 の 向 上

，。嘉 卜 P 1 鴫→　　　　　  理境問題に役立 っ 入材 の 育成

一

上 の 表をもとに 考

驛 し、窘 Lい と判定
さ れ た 環境側 面 に

O をつ けるb
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Kiryu Junior College

NII-Electronic Library Service

Kiryu 　 Junior 　 College

　　環境部 ：環境報告書2003 ，18，2003 ）．

5）桐生短期大学 ：環境管理文書類集，2，2005．

6）前掲注 1），127，2005 ．

7）ISO14001 ：2004で は，「環境側面 （4．3．1）」の な

　　か で 「著 し い 環境側面」の 決定に触れ て い る も

　　の の ，「法的その他の 要求事項」 に は言及され て

　　い な い ．そ し て こ れ に つ い て は 「環境側面」 に

　　つ づ く 「法的その他の 要求事項 （4．3．2）」の なか

　　で 別記 さ れ て い る ．こ の 記述 だけに頼る と 「著

　　しい 環境側面」 を決め る 際に 「法 的要求事項」

　　を考慮す る手順 を踏 まぬ こ とに な りか ねな い ．

　　そ こ で
，

こ こ で は あえて 「著 し い 環境側面」決

　　定 の プ ロ セ ス に 「法的そ の 他 の 要求事項」 を

　　「製 品 ， 活動 ， サ
ービ ス 」 の 表と

， 環境影響評 価

　　表 の あ い だ に挟 み 込 ん だ 表 の 作成 を試 み た ．

　　ISOI4001 ：2004 の 規格書 に つ い て 愚考す る に
，

　　環 境側面 の 決 定→著 しい 環境側 面 の 決定→法的

　　そ の 他 の 要 求事項 の 決 定 とな っ て い る記述 は
，

　　順 序を一
部 入れ替 えて ，環境側 面 の 決定→法的

　　そ の 他 の 要 求事項 の 決定→著 しい 環境 側面 の 決

　　定 と い う順番 に 変 えた ほ うが，重大な環境側 面

　　の 抽出 に役立 つ の で はなかろ うか．

8）桐生短期大学 ：廃油 の 管理 ・運用 の 手順書 （生

　　活 科 学科 環境 管理 手順 書 一2，中 島君 恵作成 ），

　 　 2004．

9）こ れ は当短 大 で 開講す る環境 に関す る科 目 を履

　　修 ・単位取得 し，家庭 や ア ル バ イ ト先等にお け

　　る環境管理 シ ス テ ム をま とめ て 提 出 した学 生 に ，

　　桐生短期大学か ら独自に 「環境 マ ネジ ャ
ー
」の

　　資格 を 与 え る と い うもの で ，「上 毛 新 聞 」

　　（2006．3．9付）や 「桐生 タ イ ム ス 」（2006．3．16付）

　　で 記事と し て取 りあげられた．

10）　ibid．3），　13，　2004 ．

／1）桐生 短期大学 ：環境管理 マ ニ ュ ア ル （第5版），8，

　 　 2005 ．

12）　ibid．3），　13，　2004，

13）「著 しい 環境側面」 を決定する際の留意 点の う

　　ち，c ）の なか で は組織に お い て 芳 しくな い こ と

　　に触れ られ て い る が
， 組織 に よ っ て は む し ろ こ

　　の 点 を逆 に捉え て ，組織 の イ メ ージ ア ッ プ に つ

　　なが る 良い こ とを挙げる と い うこ とで ，c ）の留

　　意点を踏 まえ て い る と判断 され る ．

14）生活科学科で は 化学物質の 管理 を施錠 とそ の確

　　認等で 徹底 し，使用前後に 試薬使用量 の チ ェ ッ

　　ク等で 紛失の 防止を図 っ て い る ．実験廃液 に つ

　　い て も管理 票 を交付 し，適 正 に廃棄 し て い る

　　（桐生短期大学 ：実験試薬 の 管理 に関する作業手

　　順 書 （生活科学科環境管理手順書一4，荒井勝 己

　　作成），2004）．

15）「廃油」「生 ゴ ミ」の 処 理 に つ い て は生 活科学科

　　で 手順書 を作成 し，適正 な管理 の うえ処理 し，

　　また計量 して 測 定値を学内 で 掲示 して い る （前

　　掲注 7）及び 「生 ゴ ミ の 管理 ・運 用 の 手川頁書 」

　　（生活科学科環境管理 手川頁書一3，藤掛道子作成 ，

　　2005 ））．

16）法律第四条 （国民 ， 民間団体の 責務） （環境法令

　　研究会 ：環境六法 （平成 18年度版） 1 ：中央法

　　規出版 ，
140

，
2006．）．

17）桐生 短期大学 ：環境管理 記録一6
，
2006 ．
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